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加速する墓じまい
樹木葬など、新しい葬り方

あなたの実家、親世帯だけで住んでいませんか？

～夏休みうやお盆休みに、親世帯と子世帯で話しておきたいこと～～夏休みうやお盆休みに、親世帯と子世帯で話しておきたいこと～

【お盆目前！墓じまいと家じまいを考える！】



【お盆直前、親世帯と子世帯で話しておきたいこと①】

読売新聞が今年頭に全国２０政令市と東京都の公営墓地（総区画数約８０万）の利用状況を調査をした
ところ、「墓じまい」が加速しているとのことでした。以前は抽選になる程人気だった都市部の公営墓
地でも、この「墓じまい」が増えているのです。理由としては、「子供に墓参りの負担をかけたくな
い」「お墓の場所が遠く、お墓参りに行けない」という理由が多いそうです。

加速する墓じまい

樹木葬など、新しい葬り方

遺骨を別の場所へ移す「改葬」そして「樹木葬」

「墓じまい」をした後は、遺骨は別のお墓に移された
り、お墓の管理や供養をお寺や霊園が行ってくれる「永
代供養」にしたり、故人が好きだった海や山などの自然
に撒く「散骨」、「手元供養」などの選択肢から選ばれ
ることが多いようです。
中でも永代供養で「樹木葬」を選ばれる方も増えていま
す。「樹木葬」は「永代供養」の一つで、墓石を用意す
るのではなく、霊園などの一区画に樹木や草花を墓標と
するものです。

日本の文化、お盆のお墓参りは大切な風習

「墓じまい」が増えていますが、日本には、先祖を
敬い、家族の絆を再確認する美しい風習がありま
す。それが「お盆」です。
 お盆は、ご先祖様の霊がこの世に帰ってくるとさ
れ、その魂を迎え、供養する期間です。ご先祖様に
感謝し、今の自分たちがあることを改めて感じる、
日本人としての心を思い出す季節です。
「盆踊り」も、先祖の霊を供養するために踊るもの
です。この機会に、ぜひ親世帯、子世帯でお墓につ
いて、お互いにストレスのない選択を話し合ってみ
るのも良いかもしれないですね。



【お盆直前、親世帯と子世帯で話しておきたいこと②】

あなたの実家、

親世帯だけで住んでいませんか？

「墓じまい」に続き「家じまい」も加速しています。団塊世代が75歳以上となり超高齢化社会を迎え
ます。これを2025年問題と呼んでいます。2025年問題では、高齢者が医療施設や介護が必要にな
り、施設などへ移転し、空き家が増えてしまう、、、とも言われています。
親世帯が現在は後期高齢者でなくても、近い将来、親世帯が子供と暮らしていた一軒家に両親二人だ
け、もしくは単身で暮らすことになるかもしれません。
そうなると、実家が遠方の場合、こまめに体調面でのサポートが難しく、さらに最近では防犯面での
心配も出てきます。

お盆休み、家のことを話してみませんか？将来の収入に繋がる可能性も

子供達が巣立ち、広い一軒家に親世帯だけで住
んでいる場合、「その家をどうするか？」とい
うことを、この機会に話してみてはいかがでし
ょうか？
もしかすると、地代が高騰していて、売却をし
てコンパクトなマンションへ移転したとして
も、手元に資金が残る可能性もあります。
しかし、親世代が他界した場合は、資産は相続
の対象にもなるので、ある程度の相続税を支払
わなくては行けません。

親世帯や子世帯にもメリットがある

二世帯住宅で相続税も軽減できます！

様々なメリットがあるということで人気の二世
帯住宅なら、相続税を軽減することができま
す。ただし、軽減対象にならない場合もあるの
で、まずは私ども東京法人支店の担当者へご相
談ください。敷地や家族構成、今度のライフス
タイルを考えて、どうすればメリットがある二
世帯住宅になるか？ご提案いたします。



HEBEL HAUSの二世帯住宅
今の時代だからこそ、二世帯住宅が選ばれています

HEBEL HAUSの二世帯住宅
今の時代だからこそ、二世帯住宅が選ばれています

年代別同居理由

同居の理由は子世代の年齢で異なっています。それぞれの世代に応じて二世帯の魅力を感じる点が変化していくようです。
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くっきりとセパレートにした二世帯住宅、しっかりシェアスペースを作る二世帯住宅、それぞれ
住まわれる人の生活環境などに応じて、プランニングをすることができます。
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今号では、「墓じまい」や「家じまい」といった、人生の節目に関

わるテーマを取り上げました。

これらは一見、重く感じられる話題かもしれませんが、家族の未来

を見据えて語り合ううえで、とても大切なことだと私たちは考えて

います。

お盆という、家族が久しぶりに顔を合わせる時期だからこそ、親世

帯と子世帯がゆっくりと話し合う良いきっかけになります。ご先祖

さまを敬いながら、これからの暮らしについて語り合う時間を持っ

ていただけたらと思います。

また、そうした対話の中で「二世帯住宅」という選択肢に自然と目

が向くこともあるかもしれません。お互いのライフスタイルや価値

観を尊重しながら、距離感と安心感の両立を叶える住まい。これか

らの時代にふさわしい家族のかたちとして、改めてその魅力を見直

す機会となれば幸いです。

そして「二世帯住宅」のご相談や相続のご相談に関しても私たちは

提携企業様のお力になれるよう、ご相談を承っております。

お気軽にご相談くださいませ。

＜編集後記＞
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